２．個別事業の内容について
（１）公益目的事業について　　　　　　　　　　　　　　　 　（事業単位ごとに作成してください。）
	[bookmark: _Hlk12279263]事業番号
	事業の内容
	当該事業の
事業比率(％)

	公
	1
	日本の伝統芸能文化「浪曲」を保存・継承する事業
	80.6

	〔１〕事業の概要について（注１）

	（1） 趣旨（目的）・まとめた理由
日本の伝統芸能文化「浪曲」を保存・継承し、さらに普及拡大する事業を実施することにより、我が国伝統文化の発展に寄与することを目的とする。[以下、事業ア～オの趣旨・目的同じ]　ア～オの事業は、事業目的が同じであるため一つにまとめた。
（2） 事業
1． 自主公演（主催公演以外）
（目的）上記（１）プラス、若手人材育成の目的を持つ。
平成３０年度例として
1.「浪曲錬声会」
事業の規模：浪曲師４名・曲師３名・オペレーター１名出演
場所：国立文楽劇場　　大阪市中央区日本橋1-12-10
主催者：国立文楽劇場、協賛：公益社団法人浪曲親友協会
対象者：出演者は、若手浪曲師（人材育成事業を兼ねている）
　　　　入場者は一般市民
開催頻度：毎年５月第４土曜日に実施（年１回）
入場料：　 一般2,000円、学生1,400円、障害者の方　２割引
・人材育成事業として当法人理事会にて出演者を人選する。

2. 「上方演芸特選会」事業の規模：芸能４団体より各２名、８名出演
場所：国立文楽劇場　　大阪市中央区日本橋1-12-10
主催者：一般社団法人日本演芸家連合加盟、４団体共催
公益社団法人浪曲親友協会、関西演芸協会、関西芸能親和会、公益社団法人上方落語
協会
対象者：出演者は、芸能４団体より各々推薦、入場者は一般市民
開催頻度：毎年奇数月第３水・木・金・土曜日の４日間実施（年２４日）
入場料：2,100円
・当法人理事会にて出演者を人選する。

・上記.1.２.の自主公演は今後も継続見込み
・自主公演については、今後、法人として新しい企画にも前向きに検討していく。

○自主公演と主催公演の違い：
「主催公演」とは、当法人が公演の企画立案、脚本、マネジメント、人選、出演順、構成、会場の借り上げ、音響装置・舞台・演台・会場設営（最低１５名必要）、緊急事態発生時の代役、公演パンフレット、チラシの作成配布等公演のすべてを当法人が全責任をもって実施する公演。
「自主公演」は、主催者側より要請があれ理事会に諮り、正会員より出演浪曲師・曲師を決定する。




注１　　事業の概要の欄では、事業の実施のための財源、必要となる財産を含めて記載してください。また、事業の重要な部分を委託している場合には、その委託部分が分かるように記載してください。

	[bookmark: _Hlk12279560]イ.主催公演
平成３０年度例として
1.「一心寺門前浪曲寄席」
・実施場所　大阪市天王寺区逢坂2-6-13　一心寺南会所
事業規模：
公演開催頻度　原則毎月第２週目の土曜日・日曜日・月曜日の３日間、年３６日の主催公演を実施（平成6年7月～継続中）令和元年６月公演で３００回記念公演を実施する。
　　　 出演者：浪曲師・曲師各４名（スタッフ１５名）で３日間（特別企画・記念・正月、各公演月は日替わり出演）
入場者　（１日当たり）５５人、延１,９９０人
対象者：一般（制限なし）
入場料金　大人２,０００円　学生１,０００円

　　　2.「築港浪曲まつり」
・場所：大阪市港区築港1-13-3　築港高野山釈迦院にて実施、昭和３０年より続いている。「浪曲夏祭り」である。
・事業規模：浪曲師・曲師各２名、及び正会員有志出演、当法人浪曲師が音頭（河内音
頭・江州音頭）
・入場者　：近畿一円より約２５０人参加
・対象者　：浪曲愛好者（市民と浪曲師との交流の場）
・開催頻度：毎年８月３０日
・浪曲師物故者を合祀する、当法人が建立した釈迦院境内「浪曲塔」にて供養のあと実
施。
・入場料：無料

3.”初夢で「見たよ、聞いたよ」浪花節”
・場所：大阪市立阿倍野区民センターにて実施。
・事業規模：入場者　３５０人～５００名（会場により異なる）出演者　浪曲師・曲師
 各８名（スタッフ１８名）
・対象者：一般
・開催頻度：毎年１月４日（１日）
・入場料：　3,500円　前売　3,000円

4.「みなと浪曲寄席」
・場所：大阪市港区海岸通1-5-29間口ホールディングス（株）ビル４Ｆ多目的ホールに
て実施（浪花節発祥の地）
・地域住民サービスとして、多くのボランテイアにより実施され、企画段階で地域住民
のニーズを把握しそれを反映させている。
・事業規模：入場者１回　４００名、浪曲師・曲師各３名（スタッフ１５名）
・入場料　：1,000円
・対象者　：地元大阪市港区の自治会・老人会・婦人会等
・開催頻度：平成２３年３月より、春・夏・秋・冬の年４回

　　　（主催公演における法人の役割）
・公演のマネジメント：企画立案・人選・出演順、事業の構成、会員の公演機会を提供。
・会場の借り上げ・音響装置・舞台・演台・会場の設定（１５名の応援スタッフ）
・出演者（男性・女性浪曲師）のバランス
・緊急事態発生時の早期処理、例えば急病等で休演する事態時には、代役を立てる。
・チラシの作成、配布。
・お客様の声・要望を理事会・社員総会にて、公表し善処していく。
・協会ホームページを活用して事業活動等の公表・公開　http://www.rokyokushinyu.org/
・イ－1～4.は現在のところ定席である。
・上記、主催公演（定席）1～4.以外にも、今後、法人として新しい主催公演を企画・プロデュースし、運営していきたい。
・特に若手浪曲師の出番を増やしていく。


	○特定事業の財源（助成金の明細）：次の浪曲寄席に個別の助成金があります。
１.助成金対象活動名  一心寺門前浪曲寄席　　総経費　10,828千円
1-1.平成３０年度　文化芸術振興費補助金　舞台芸術創造活動活性化事業
・交付元：独立行政法人日本芸術文化振興会
・分野　大衆芸能　　ジャンル　浪曲
・助成金　4,380千円（平成３０年度）

1-2大阪市芸術活動振興事業助成金
     ・交付元：大阪市
・助成金　2,452千円（平成３０年度）

2. 助成金対象活動名  初夢で「見たよ、聞いたよ」浪花節　　総経費　763千円
・平成３０年度　文化芸術振興費補助金　舞台芸術創造活動活性化事業
・交付元：独立行政法人日本芸術文化振興会
・分野　大衆芸能　　ジャンル　浪曲
・助成金　　250千円（平成３０年度）

ウ．浪曲に対する調査研究及び後継者育成事業
＜ウ-1.＞浪曲に対する調査研究
○　調査、研究のテーマ「浪曲の歴史・神髄」
・浪曲の啓発・伝統芸能の継承のため、浪曲の歴史・神髄に関する調査を行う。調査結果は、当法人の公益目的事業である「浪曲に関する調査研究」事業に活用する。
・研究のテーマ「浪曲の歴史」は、平成２２年度より実施中。
・立証資料は築港高野山釈迦院（戦災で消失しているが一部残っているので協力依頼）及び浪曲愛好家の方々にも依頼し収集している。当法人、井間淳大（芦川淳平）監事により「浪曲の神髄」として発刊。
・収集された資料等は経緯を明らかにするため理事会で確認していく。
・浪曲に対する調査・研究のテーマ設定方法：今後も理事会に諮り有識者会員方の意見も取り入れ活動していく。
・浪曲の歴史を調査し、結果を公表することにより、不特定多数の方に浪曲に興味・関心を持って頂くことができるとともに、浪曲が「日本の伝統芸能」であることを知って頂くことができる。

　＜ウ-2.＞後継者育成事業
・目的達成するために浪曲教室を開講する。
（対象）
1.プロ育成浪曲教室…受講の対象者はプロの浪曲師・曲師をめざす者とする。
・教室運営：理事会において、技芸に優れ、後継者育成を任せると認めた浪曲師（師匠）を選考し委嘱する。現在の委嘱者は、京山幸枝若会長・松浦四郎若副会長（芦川淳平監事共催）２名である。教室では自主公演及び主催公演の「上方演芸若手育成会」「浪曲錬声会」「一心寺門前浪曲寄席」での公演を目標（プロとして活動できるレベル）に技芸を修業させる。修業した成果を発表（公演）できる場も確保することにより（浪曲師・曲師）、それを楽しみに師匠・受講者（弟子）とも励んでいる。
・プロ浪曲師育成のため、質（技芸）の確保、レベルの維持等の観点から受講者を制限している。
（プロ育成浪曲教室と法人との関係・役割分担）
・浪曲師を志す人が、協会を訪ね音量・音声等を声調べ（法人理事が担当）→その方にあった師匠を紹介する。（原則）
・師匠を紹介した以上、法人は責任をもって対応する。
・法人が直接運営するプロ育成浪曲教室はない。
・師匠と弟子との師弟関係、浪曲技芸向上状況については、随時法人理事会において報告義務を課している。
・京山幸枝若会長、松浦四郎若副会長（芦川淳平監事共催）のブログでも、当該教室が当法人の主催である旨を明記済み。

（指導者(師匠)と法人との資金的関係）
・教室における資金（月謝：月１万円＝指導料）は、平成２３年３月まで浪曲教室の世話人（幹事）が管理していた（教室の収入となっていた、しかし、格安の月謝で、弟子が一人前となり公演のときは師匠が出演費用を負担しているのが現状、着物・演台の幕等、プロの浪曲師を育てるには師匠の支出の方が大となっている）が、平成２３年４月１日より、指導料等収支は法人において管理することと改善した（指導料は法人の収入とし、教室運営のために必要な費用及び委嘱の対価としての謝金を指導者(師匠)に支払う）。
・世話人（幹事）は、師匠及び法人に対しては無償（ボランティア）
2.趣味の浪曲教室…教室の主催者は師匠（正会員）であるが、教室世話人（幹事）にて会場準備・後片づけ、収支管理を行っている。
・世話人（持ち回り幹事）は、師匠に対しては無償（ボランティア）

（受講対象者）浪曲愛好家、受講者は一般に開かれている。
（関与の内容）趣味の浪曲教室開講に際し、法人理事会の承認を得るが、対価は発生していない。当協会ホームページからも問い合わせ多数。
（支援内容等）技芸を修得し師匠からの推薦を得て申請があったものに対し、「一心寺門前浪曲寄席」での公演について、理事会において承認することもある。それらの結果、本教室からプロとなった方も有り、将来の人材育成及び普及活動につながっている。（松浦四郎若副会長、京山倖若、五代目吉田奈良丸は趣味の浪曲教室出身）
・浪曲公演活動の状況の把握や、浪曲師への動機付け強化等のため、法人からこれらの教室に対し広報誌及び協会主催公演予定表を提供している。
・他に、浪曲師では天中軒雲月が浪曲教室を個人的に開催している。
・曲師では、虹友美は特に弟子多数、他沢村さくら、一風亭初月が後継者を育成中、個人レッスン
3.「後継者育成事業」については、当法人が積極的に関与、協会主催とし、ホームページ・ブログ・チラシ等で募集、後継者育成に力を入れていきます。
　※平成３０年度定時総会において、浪曲師２名新入会（いずれも上記、後継者育成事業より）
近年、この「後継者育成事業」より育った新人浪曲師：京山幸太・京山若菜・
京山幸乃（京山幸枝若門下）
天中軒景友・天中軒晴月・天中軒月子・天中軒すみれ（天中軒雲月門下）
三原麻衣（三原佐知子門下）

エ．公的機関等が実施する事業に協力して浪曲の普及啓発を図る事業
・例として
1.大和郡山市社会福祉協議会（１年毎更新）
○事業の趣旨：
「日本の伝統芸能文化「浪曲」を保存・継承し、さらに普及拡大する事業を実施することにより、我が国伝統文化の発展に寄与することを目的とする」　よって、本事業も事業趣旨（目的）は同じである。
・定款と事業目的に位置づけ、公的機関より要請があれば、今後も積極的に協力していく。

オ．福祉施設への慰問等の奉仕事業
１.刑務所、少年刑務所、拘置所を訪問して浪曲公演する奉仕事業。
・浪曲は、義理人情・親子の情愛・艱難辛苦など日本人の原点を倫理観に裏打ちされた人間の生き様を謳い上げ、刑務所等で公演すれば心が感動し、更正・矯正に寄与すると考えます。
・関係行政庁の要請により訪問、刑務所長等から感謝状を多数頂いています。
・慰問公演の要請があれば、理事会に諮り決定。　
2.特別養護老人施設、老人福祉センター、ハンセン病施設、病院、福祉施設等を訪問し浪曲公演。
・浪曲師２名、曲師１名、スタッフ数名全員無報酬、当法人より交通費実費のみ支給。

・日本の伝統芸能「浪曲」の鑑賞を通じ、一般社会から離れている方、高齢者・障害者の方が「浪曲」に触れ癒される機会を設ける、長年の会員による奉仕事業である。
・慰問公演の要請があれば、理事会に諮り決定。

※熊本震災チャリティー公演：平成２８年１０月２６日（水）大阪市立阿倍野区民センターにて実施
　必要経費を引いた、５０８,７３０円（出演料）を日本赤十字社を通じて寄付。

（３）財源：ア～エ．会費・事業収入（入場料）・助成金・寄付金を財源とする。
　　　　　　オ．会費のみ




